
 

 - 1 - 

令和４年度９月補正予算の概要について 

(新型コロナウイルス感染症に係る緊急対応分) 

 

令和４年９月９日 

（単位：千円） 

一 予算規模  

 

   一 般 会 計      

            補   正   額                    ２,３１６,２３９ 

 

 

                   補 正 後 の 規 模                ６３０,９６８,０８６ 

 

 

                   前年度９月補正後予算との対比            １３,９９１,７７４ 

                                        （２.３％増） 

 

 

  《補正予算の財源》 

 

    特 定 財 源                                １,８５９,４９４ 

 

国 庫 支 出 金                 １,８３５,４１３ 

 

 

諸   収   入                   ２４,０８１ 

 

 

 

    一 般 財 源                                ４５６,７４５ 

 

                      繰 越 金                     ４５６,７４５ 
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二 補正予算の主な内容 

今回の補正予算は、新型コロナウイルス感染症への対応に要する経費について計上した。 

 

（１） 新型コロナウイルス感染症総合案内窓口設置事業            ２０７,７５０ 

全数把握の見直しを見据えて、発生届の対象外となった陽性者に係る相談 

体制を整備するため、新たに新型コロナウイルス感染症に関する総合案内 

窓口を設置するとともに、窓口の周知啓発を強化する。 

 

（２）検査体制整備事業                           ３００,０００ 

診療・検査医療機関の負担軽減のため、「秋田県新型コロナウイルス感染 

症検査キット配付・陽性者登録センター」の設置を継続し、重症化リスク 

の低い有症状者に対して無料で抗原定性検査キットを配付する。 

 

 

（３）新型コロナウイルス感染症自宅療養者支援事業                ８６４,０００ 

食料品等の配付を希望する自宅療養者への支援経費を増額する。 

・事業内容 食料品及び日用品の発送 

 

（４）新型コロナウイルス感染症保健所体制整備事業                ５４２,２６０ 

保健所業務の外部委託を推進するほか、会計年度任用職員を増員すること 

により保健所の負担軽減を図り、重症化リスクの高い方に速やかに対応で 

きる体制を整備する。 

・委託内容 パルスオキシメーター、食料品等の配送調整 

      休日・夜間における自宅療養者の医療相談 等 

 

（５） 新型コロナウイルス感染症後方支援医療機関協力体制整備事業      １４６,７００ 

新型コロナウイルス感染症からの回復後に引き続き入院が必要な患者の受 

入体制を強化・拡大するため、当該患者を受け入れする医療機関に協力金 

を支給する。 

・支給対象 新型コロナウイルス感染症後方支援医療機関 

・支 給 額 新規患者１人当たり 10 万円 

 

（６） 新型コロナウイルス感染症罹患後症状対策事業                １９５ 

新型コロナウイルス感染症の罹患後症状（後遺症）に係るリーフレットを 

作成し、その症状や相談・受診先等について周知啓発を図る。 

 

（７）新型コロナウイルス感染症対策協議会運営費等               １１,０９０ 

状況に応じた機動的な対応を可能とするため、「秋田県新型コロナウイル 

ス感染症対策本部」に会計年度任用職員１０名を増員する。 
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（８）新型コロナウイルス感染症緊急包括支援補助金              ２４４,２４４ 

市町村が実施する新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金対象事業 

に要する経費に対し助成する。 

・補 助 先 秋田市 

・補助対象 秋田県新型コロナウイルス感染症総合案内窓口の設置 

休日・夜間における医師による医療相談等 

・補 助 率 10/10（国 10/10） 

 

   

 

 

 


